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▼

１２月１1日

74億600万円
〈歳入・歳出予算に１億３,８６１万円を追加〉

歳 入 歳 出
補 正 額科 目

△３,５８４分担金および負担金
３６,０５８国 庫 支 出 金
７２,１２４県 支 出 金
８２６寄 付 金

１３,９４１諸 収 入
１９,２４９町 税
１３８,６１４計

補 正 額科 目
△６４７総 務 費
４３,６７９民 生 費
４４５衛 生 費

２４,０９１農 林 水 産 費
２０,１８２土 木 費
４,３１７消 防 費
７２,５３４教 育 費
△１,３５９公 債 費
△２４,６２８予 備 費
１３８,６１４計

（単位：千円） （単位：千円）

歳入の主なもの（追加分）
◆障害者自立支援給付事業　　１,５４１万円
◆私立保育園運営費負担金　　  ８７９万円
◆温知小太陽光発電事業　　　１,９１０万円
◆総合体育館省エネ回収事業　２,９００万円
◆茶農業振興費補助金　　　　２,４００万円

歳出の主なもの（追加分）
◆障害者自立支援給付事業　　　　２,０５６万円
◆園児数の変動による運営費　　　１,４８０万円
◆公共下水道事業繰出金　　　　　１,４８４万円
◆温知小太陽光発電工事費　　　　２,３４２万円
◆池田中学校耐震補強計画委託料　１,２２６万円
◆総合体育館屋根遮熱塗装工事費　３,３９１万円
◆総合体育館駐車場街路灯設置工事費　１,０８４万円

人 事 案 件
　池田町教育委員会委員　　野　網　国　昭　氏

薬害Ｃ型肝炎・ウイルス性肝炎患者の救済に関する意見書の提出
カルテがないＣ型肝炎患者の救済や医療体制の整備、社会的偏見・差別の解消、再発防止策などを盛
り込んだ意見書を全員一致で、内閣総理大臣、厚生労働大臣などへ提出することを採択した。
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第３回
臨時会 池田小体育館耐震補強・新型インフルエンザワクチン助成

町長・議員・職員の期末手当等減額

１１月２７日

池田小の耐震補強工事

工事請負・備品購入契約の締結
○　池田小学校体育館耐震補強工事　　　　　　　　　　５３,０２５,０００円
○　液晶ＴＶ・電子黒板購入　　中学校　５２型（可動用台付属）　２基
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３２型（据置型）　　　　３１型
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３２型（天井吊下）　　　８基
　　　　　　　　　　　　　　小中学校　５２型電子黒板システム　５基
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１,４９７,５００円
○　教師用ノートパソコン購入　中学校　４３台　小学校　５６台
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８,９８８,０００円
○　理科教育設備備品購入　　　　　　　　　　　　　　　９,６６０,０００円

インフルエンザワクチン助成
○　優先接種対象者に該当する生活保護世

帯及び住民税非課税世帯のワクチン接
種希望者（１０月３０日専決処分）

　　　対象者１,７３３人　全額補助
　　　総事業費２８０万円（補正２１０万円）
○　妊婦及び１歳〜中学３年生のワクチン

接種希望者（補正予算）
　　　対象者３,９７０人
　　　助成額　１回目　２,１００円
　　　　　　　２回目　１,０５０円
　　　　　　総事業費　７８０万９千円

補正予算の主なもの
　○　県営土木事業負担費　　５,５５４万円
　　・県道池田神戸線（東幹線）の拡幅歩道設置工事
　　・金地谷の改修工事

改正後改正前
１００分の１９０１００分の２１０６月町 長 ・ 議 員
１００分の２１５１００分の２３０１２月期 末 手 当
１００分の１９５１００分の２１５６月職 員
１００分の２２０１００分の２３５１２月期末・勤勉手当

条例改正　・期末・勤勉手当の減額
　　　　　  ・給与表の改正（２.４％）

東幹線の拡幅工事（ガソリンスタンド〜池田高校）
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池
田
町
に
観
光
イ
ベ
ン
ト
課
を

　

作
っ
た
ら
ど
う
か

窪田弘子 議員

国の政権交代・県の財政難
　　　　　　　　　池田町への影響は

　

池
田
町
の
下
水
道
事
業
は

　

年
も
か
か
る
長
期
事
業

３４（
こ
れ
か
ら
で
も　

年
）。
町

１７

民
サ
ー
ビ
ス
の
不
公
平
だ
け

で
な
く
、
時
代
の
変
化
に
も

合
わ
な
く
な
っ
て
く
る
。
民

主
党
は
、「
下
水
道
事
業
は

地
方
財
政
を
苦
し
め
て
い
る

大
き
な
要
因
だ
か
ら
見
直
そ

う
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
だ
が
、

池
田
町
へ
の
影
響
は
。

 
町　

長 

　

財
源
を
地
方
へ
渡
し
地
方

に
任
せ
る
と
も
言
わ
れ
て
い

る
が
、
ま
だ
内
容
が
定
か
で

は
な
い
。
状
況
を
し
っ
か
り

見
て
き
ち
ん
と
進
め
て
い
く
。

　

岐
阜
県
の
財
政
は
大
ピ
ン

チ
で
、
こ
の
４
年
間
を
緊
急

財
政
再
建
期
間
と
し
、
初
め

て
職
員
給
与
を
削
減
し
、
再

来
年
か
ら
２
〜
３
年
は

新
規
採
用
な
し
だ
。
当

町
へ
の
県
補
助
金
は
年

間
４
〜
５
億
円
あ
る
が

今
後
の
影
響
は
。

 
町　

長 

　

３
年
間
で
１
億
８
千
万
円

減
と
試
算
し
て
い
る
。
今
後

の
動
き
を
見
守
る
。

て
自
家
発
電
施
設
・
防
災
型

ト
イ
レ
が
あ
り
、
避
難
所
に

も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
池
田

町
は
ど
う
か
。

 
町　

長 

　

自
家
発
電
・
浄
化
槽
は
費

用
が
か
か
り
過
ぎ
て
出
来
な

い
が
、
防
災
無
線
を
つ
け
避

難
所
と
し
て
使
っ
て
い
く
。

　

道
の
駅
の
物
産
販
売
所
で

売
る
野
菜
は
集
ま
る
の
か
。

 
町　

長 

　

年
間
通
し
て
は
非
常
に
厳

し
い
の
で
、
大
き
な
施
設
は

作
ら
な
い
。

　

充
実
し
た
福
祉
や
豊
か
な

文
化
も
人
を
引
き
付
け
る
。

駅
の
傍
の
中
央
公
民
館
は
文

化
を
発
信
す
る
所
と
し
て
活

用
で
き
る
の
だ
が
、
現
在
の

稼
動
状
況
は
。

 
町　

長 

　

ホ
ー
ル
は
総
会
な
ど
、
年

　

回
使
用
。
文
化
事
業
に
も

４０使
え
る
よ
う
に
今
後
１
億
円

余
か
け
て
音
響
装
置
を
良
く

す
る
。

　

国
に
観
光
庁
が
で
き
、
県

内
で
も
８
割
の
市
に
は
観
光

課
が
あ
る
。
池
田
町
に
は
、

泉
質
と
い
い
都
会
か
ら
近
い

と
い
う
立
地
条
件
と
い
い
、

す
ご
い
温
泉
と
、
す
ば
ら
し

い
眺
望
の
池
田
山
が
あ
る
。

再
来
年
で
き
る
道
の
駅
と
合

わ
せ
、
も
っ
と
客
を
呼
ぼ
う

と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
町

の
将
来
を
見
通
し
た
観
光
の

全
体
設
計
の
で
き
る
課
を
作

り
、
オ
ー
ル
池
田
で
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

 
町　

長 

　

職
員
の
提
案
も
あ
っ
た
の

で
課
で
は
な
く
、
ま
ず
課
横

断
的
に
５
〜
６
人
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
作
り
研
究
す
る
。

　

最
近
で
き
た
県
下
３
つ
の

道
の
駅
は
、
防
災
拠
点
と
し

池田山頂からの雄大な眺望

中央公民館大ホール
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園児も芝植え

地域の人による植穴堀り

遠藤和雄 議員

　

非
常
に
厳
し
い
経
済
状
況

に
あ
る
が
、
町
職
員
の
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
は
。
又
町
職

員
は
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
お

ら
れ
る
と
思
う
が
、
町
長
か

ら
見
て
ど
う
評
価
さ
れ
て
い

る
か
。

 
町　

長 

　

職
員
の
給
与
の
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
は　

・
６
、
県
下

９０

　

町
村
の
９
番
目
。
又
職
員

２１は
優
秀
で
あ
り
安
心
も
し
、

誇
り
で
あ
り
大
切
な
財
産
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　

地
方
分
権
が
進
み
事
務
量

も
多
岐
に
わ
た
り
複
雑
化
し

多
く
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

削
減
さ
れ
た
職
員
数
で
今
後

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で
き

る
か
。

 
町　

長 

　

条
例
定
数
は　

名
で
あ
る

２０５

が
、
６
％
削
減
の　

人
の
計

１８５

画
で
あ
る
。
し
か
し
地
方
分

権
が
進
む
な
か
で　

人
か
ら

１９０

　

人
位
が
適
当
で
な
い
か
と

１９５思
う
。

　

人
事
院
勧
告
に
よ
る
町
職

員
の
給
与
引
き
下
げ
に
伴
い
、

特
別
職
の
町
長
の
報
酬
は
。

 
町　

長 

　

来
年
３
月
に
減
額
の
方
向

で
検
討
し
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
職
員
と
痛
み
を
と
も

に
し
た
い
。

町
職
員
の
給
与
等
に
つ
い
て

→

↑

　

教
育
現
場
に
お
い
て
も
、
芝
生

化
が
新
聞
・
テ
レ
ビ
な
ど
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
。
芝
生

化
の
効
果
と
し
て
健
康
面
・
教
育

面
・
環
境
面
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
効

果
が
期
待
で
き
る
。

　

養
基
保
育
園
で
、
保
護
者
、
園

児
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
園

庭
周
辺　

㎡
の
芝
生
化
を
実
施
し

７００

た
。
費
用
は
㎡
当
り　

円
と
非

１６３

常
に
安
価
で
出
来
た
。
今
後
他
の

保
育
園
で
も
実
施
す
る
計
画
は
あ

る
か
。

 
町　

長 

　
　

年
度
は
、
宮
地
保
育
園
で
実

２２
施
し
た
い
。

園庭（校庭）の芝生化を

 
教
育
長 

　

管
理
が
出
来
れ
ば
、
体
力
面
に

つ
い
て
非
常
に
有
効
だ
と
思
う
。

３ヶ月で見事な芝生に
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例
規
集
の
条
例
や
規
則
以
外
の

要
項
、
要
領
な
ど
も
Ｈ
Ｐ
上
に
追

記
し
て
、
広
く
情
報
を
公
開
し
住

民
自
治
の
醸
成
と
利
便
性
を
図
っ

て
欲
し
い
。

 
町　

長 

　

費
用
的
な
問
題
で
全
文
は
載
せ

ら
れ
な
い
。
背
表
紙
的
な
掲
載
は

検
討
す
る
。

　

自
治
体
の
憲
法
と
言
わ
れ
る
、

自
治
基
本
条
例
の
進
捗
状
況
は
?

 
町　

長 

　
　

年
か
ら
、
1
年
半
か
ら
2
年

２２
計
画
で
池
田
町
ら
し
さ
を
考
え
て

進
め
る
。

牧村範康 議員

　

庁
舎
ロ
ビ
ー
や
中
央
公
民
館
、

教
育
現
場
な
ど
の
テ
レ
ビ
で
町
内

の
危
険
箇
所
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
流

す
な
ど
、
一
層
交
通
安
全
を
啓
発

し
て
は
ど
う
か
。

 
町　

長 

　

様
々
な
大
会
や
文
化
祭
な
ど
で

呼
び
か
け
て
い
く
が
、
ビ
デ
オ
に

つ
い
て
は
そ
の
有
効
性
と
シ
ス
テ

ム
を
検
討
す
る
。

　

当
町
で
は
、
国
や
県
の
要
項
や

通
達
に
よ
る
全
国
一
律
の
行
政
運

営
が
多
く
、
独
自
性
に
乏
し
い
部

分
は
否
め
な
い
。
名
古
屋
市
の
市

民
税　

%
減
税
な
ど
は
、
地
域
主

１０

権
を
実
現
す
る
施
策
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
今
後
の
地
域
主
権
に
対

す
る
考
え
方
は
？

 
町　

長 

　

知
事
会
、
町
村
長
会
な
ど
で
も

地
域
主
権
、
一
括
交
付
金
な
ど
の

話
が
出
て
い
る
が
、
そ
う
な
れ
ば

有
難
い
と
思
う
。
し
か
し
、
税
収

の
減
少
な
ど
を
考
え
る
と
現
状
は

不
透
明
で
あ
り
、
来
年
度
予
算
を

期
待
し
な
が
ら
見
守
っ
て
い
く
。

　

今
後
、
地
域
主
権
を
進
め
る
上

で
、
職
員
さ
ん
の
政
策
形
成
能

力
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、
多
方

面
で
の
政
策
法
務
能
力
の
向
上
が

必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
が
。

 
町　

長 

　

各
担
当
で
そ
れ
ぞ
れ
研
修
を

行
っ
て
い
る
。

〜悲惨な交通事故を無くしたい！〜
安心安全のまちづくりについて

〜
住
民
自
治
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
〜

地
域
主
権
の
実
現
に
向
け
た

　
　

行
政
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　

交
通
死
亡
事
故
・
重
大
負
傷
事

故
の
根
絶
に
向
け
た
交
通
安
全
基

本
計
画
の
詳
細
と
対
策
は
?

 
町　

長 

　

現
在
、
第
8
期
交
通
安
全
計
画

に
お
い
て
、
バ
イ
パ
ス
整
備
、
歩

道
整
備
と
あ
わ
せ
て
モ
ラ
ル
の
向

上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

温
知
小
南
東
の
危
険
な
変
則
交

差
点
は
、
西
か
ら
の
停
止
線
の
位

置
が
東
に
出
過
ぎ
て
い
る
。
南
北

の
優
先
道
路
か
ら
西
へ
曲
が
れ
ず

優
先
さ
れ
な
い
が
。

 
町　

長 

　

以
前
は
西
に
下
が
っ
て
い
た
が
、

見
通
し
の
問
題
で
前
に
出
し
た
。

地
元
や
公
安
委
員
会
と
も
十
分
協

議
し
て
い
く
。

池田町例規集

温知小付近交差点
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温知小南の横断歩道

森嶋和明 議員

池
野
駅
、
北
池
野
駅
の
ト
イ
レ
の

　

改
修
と
下
水
道
計
画
は

車
で
約　

人
、
交
通
指
導
の
保

３５

護
者
も
必
死
に
横
断
歩
道
通
行

の
指
導
を
さ
れ
て
い
る
。
も
し

も
自
動
車
の
暴
走
が
あ
っ
た
場

合
の
被
害
は
、
と
考
え
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
駐
車
場
附
近
の
活
用
や
、

学
校
正
門
東
側
の
ク
リ
ン
プ

フ
ェ
ン
ス
部
に
臨
時
的
な
開
口

部
を
設
け
て
早
く
校
内
に
入
る

対
策
等
を
行
い
、
通
学
路
の
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
が
急
務
と

思
う
。

 
町　

長 

　

農
協
側
と
協
議
も
進
み
用
地

関
係
は
了
解
を
得
て
い
る
。
安

全
に
２
列
通
行
が
で
き
る
幅
を

計
画
し
、
測
量
も
終
わ
っ
て
計

画
法
線
ま
で
入
れ
て
い
る
。　
２２

年
度
農
協
側
を
細
か
い
部
分
に

つ
い
て
、
協
議
を
進
め
て
い
き

た
い
。
横
断
歩
道
を
渡
り
真
っ

す
ぐ
校
庭
に
入
る
こ
と
に
つ
い

て
、
構
内
通
路
の
こ
と
も
考
え

学
校
側
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　

温
知
小
児
童
数
の
７
割　

人
４００

が
短
時
間
に
（
約　

〜　

分
）

２５

３０

通
学
利
用
す
る
青
柳
区
中
心
附

近
か
ら
、
学
校
正
門
に
至
る
道

路
は
、
充
分
な
歩
道
も
無
く
、

自
動
車
も
こ
の
時
間
帯
に
約　
３０

台
往
来
す
る
。
中
学
生
も
自
転

登校時のラッシュアワー

議会請願で採択をされた温知小
学校南の町道の交通安全及び、
環境改善対策の推進について

池野駅とトイレ

　

公
共
交
通
機
関
（
電
車
）
を

利
用
し
て
池
田
町
へ
の
来
訪
者

に
対
し
、
現
在
の
両
駅
の
ト
イ

レ
の
状
況
は
「
よ
う
こ
そ
池
田

町
へ
」
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る

よ
う
な
施
設
で
し
ょ
う
か
、
改

修
計
画
は
。

　

池
野
駅
の
所
在
地
、
大
池
町

地
区
は
下
水
道
工
事
も
間
近
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
関
連
し
て

養
老
鉄
道
支
援
策
に
お
け
る
近

鉄
側
の
対
応
は
、
大
変
遅
い
。

町
を
挙
げ
て
の
強
い
体
制
で
折

衝
等
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

 
町　

長 

　

池
野
駅
に
つ
い
て
は
水
洗
化

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。　
２３

年
度
中
に
下
水
道
の
接
続
を
想

定
し
て
い
る
。

　

北
池
野
駅
に
つ
い
て
も
順
次
、

下
水
道
が
進
ん
で
い
く
段
階
で

必
要
と
思
っ
て
い
る
。

　

養
老
鉄
道
、
近
鉄
側
へ
の
要

望
、
対
策
、
対
応
に
つ
い
て
は

担
当
対
応
で
な
く
３
駅
と
し
て
、

池
田
町
と
し
て
、
将
来
構
想
を

立
て
、
提
示
し
て
、
協
議
し
進

め
て
い
く
。
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岐阜関ヶ原線と西幹線の交差点

池田温泉本館駐車場とクリーンセンター

　

主
要
地
方
道
岐
阜
関
ヶ
原
線
の

梅
谷
片
山
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
が　
２２

年
４
月
末
に
迫
っ
て
お
り
、
交
通

量
の
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

池
田
温
泉
の
利
用
者
増
も
見
込
ま

れ
る
が
一
年
後
に
整
備
さ
れ
る
道

の
駅
の
駐
車
場
か
ら
高
齢
者
が
本

館
を
利
用
す
る
の
は
大
変
。
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
早
急
に
解
体

し
池
田
温
泉
本
館
の
駐
車
場
の
拡

張
を
。
ま
た
、
駐
車
場
の
出
入
り

口
付
近
が
狭
く
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
も

冬
期
間
は
曇
っ
て
見
え
な
い
こ
と

が
多
く
大
変
危
険
。
出
入
り
口
付

近
の
拡
幅
と
曇
り
止
め
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
設
置
を
。

野網義一 議員

岐
阜
関
ヶ
原
線
開
通
に
よ
り

　
　

交
通
量
大
幅
増
加

　
　
　
　
　
　

西
幹
線
の
拡
幅
を

　

西
幹
線
を
利
用
し
岐
阜
関
ヶ
原

線
を
利
用
す
る
車
が
大
変
増
加
し
、

信
号
を
避
け
て
近
く
の
農
道
を
迂

回
す
る
車
が
増
加
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
歩
道
が
未
整
備
の
西
側
の

田
畑
を
耕
作
し
て
い
る
人
は
危
険

で
不
便
に
な
っ
て
い
る
。
東
幹
線

は
拡
幅
工
事
が
開
始
さ
れ
た
の
で
、

西
幹
線
も
町
の
計
画
に
沿
っ
て
拡

幅
改
良
さ
れ
た
い
。

 
町　

長 

　

東
幹
線
の
歩
道
の
設
置
に
目
途

が
立
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、

西
幹
線
の
改
良
に
シ
フ
ト
し
た
い
。 　

ｍ
で
計
画
し
て
い
た
が
現
道
に

１８歩
道
を
設
置
す
る
方
向
で
の
計
画

変
更
も
必
要
と
考
え
る
。

中
央
公
民
館

　

視
聴
覚
室
に
液
晶
Ｔ
Ｖ
を

　

中
央
公
民
館
の
視
聴
覚
室
の
テ

レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
が　

年
経
っ
て
い

３０

て
使
用
出
来
な
い
。
ま
た
、
今
回

各
地
区
公
民
館
の
テ
レ
ビ
も　

年
２０

以
上
経
過
し
た
物
が
多
く
、
今
回

液
晶
テ
レ
ビ
に
交
換
さ
れ
る
が
、

ロ
ビ
ー
や
事
務
室
で
は
な
く
町
民

が
い
ろ
い
ろ
な
学
習
に
使
え
る
所

に
設
置
さ
れ
た
い
。

 
町　

長 

　

各
公
民
館
に　

型
の
液
晶
テ
レ

５２

ビ
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
た
が
設

置
場
所
は
有
効
活
用
出
来
る
よ
う

検
討
し
ま
す
。

自
主
運
行
バ
ス
の
充
実
を
！

　

自
主
運
行
バ
ス
が　

月
よ
り
月

１０

曜
日
に
試
行
運
転
さ
れ
て
い
る
が

祭
日
の
月
曜
日
に
は
運
休
に
な
る

こ
と
が
あ
る
。
更
な
る
運
行
本
数

の
充
実
と
日
数
の
拡
充
を
求
め
る
。

池田温泉本館出入口付近

め
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
と
と
も

に
検
討
し
ま
す
。

　

沓
井
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

の
利
用
が
飽
和
状
態
に
あ
る
。
ま

た
、
南
部
の
町
民
か
ら
は
遠
い
。

道
の
駅
南
東
部
に
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
用
地
が
購
入
さ
れ
て
い
る

が
道
の
駅
と
同
時
に
土
地
の
造
成

を
す
る
べ
き
。

 
町　

長 

　

第
二
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

は
必
要
と
考
え
て
い
る
。
当
該
地

は
狭
い
の
で
緑
地
等
を
考
え
て
い

る
。
町
民
が
利
用
し
や
す
い
南
部

の
平
坦
地
で
策
定
中
の
５
次
総
で

は　

年
を
見
込
ん
で
い
る
が
財
政

２６
的
に
許
せ
ば
早
く
し
た
い
。

 
町   
長 

　
　

ｍ
ほ
ど
拡
幅
の
余
地
は
あ
る

１.５
の
で
関
係
者
と
調
整
し
、
曇
り
止

クリーンセンターを早急に撤去し
　池田温泉本館駐車場の増設を！
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Ｑ　

林
道
工
事
の
事
務
費
が
減
と

な
っ
て
い
る
が
、
な
ぜ
か
。

Ａ　

事
業
事
務
費
と
し
て
基
準
額

を
計
上
し
た
が
、
工
事
費
に
充

当
出
来
る
予
算
の
為
、
事
業
延

長
す
る
た
め
工
事
費
と
し
て
計

上
し
た
。

Ｑ　

固
定
資
産
航
空
写
真
撮
影
に

つ
い
て
状
況
確
認
の
た
め
に
も
、

池
田
山
の
写
真
も
含
め
て
撮
影

出
来
な
い
か
。

Ａ　

３
年
に
一
回
の
撮
影
な
の
で

次
回
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

ジ
ェ
イ
・ 
ア
ラ
ー
ト 
一
斉
整

（
※
）

備
工
事
の
内
容
は
。

Ａ　

機
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

ソ
フ
ト
を
導
入
す
る
も
の
。

Ｑ　

自
治
体
が
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
商

品
を
購
入
し
た
と
き
の
取
り
扱

い
は
。

Ａ　

テ
レ
ビ
は
対
象
外
だ
が
、
購

入
し
た
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
は
対

象
と
な
る
。

Ｑ　

農
業
政
策
の
動
向
と
今
後
へ

の
影
響
は
。

Ａ　

何
を
作
る
の
か
、
何
種
類
作

る
の
か
等
条
件
に
よ
り
変
わ
っ

て
く
る
の
で
一
概
に
は
言
え
な

い
が
、
今
後
政
策
が
、
決
定
さ

れ
た
ら
関
係
機
関
と
協
議
し
水

田
協
議
会
な
ど
を
開
催
し
て
周

知
し
て
い
く
。

Ｑ　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策

事
業
に
つ
い
て
、
五
年
経
過
後

の
考
え
方
は
。

Ａ　

こ
の
事
業
は
地
域
に
定
着
し

つ
つ
あ
り
、
体
制
も
で
き
て
き

た
が
、
五
年
経
過
後
も
制
度
維

持
を
関
係
機
関
へ
働
き
か
け
て

い
く
。

Ｑ　

河
川
堤
防
に
ヌ
ー
ト
リ
ア
が

原
因
と
思
わ
れ
る
穴
が
開
い
て

い
る
と
こ
ろ
が
何
カ
所
か
あ
る

が
、
対
策
は
取
ら
な
い
の
か
。

Ａ　

関
係
機
関
へ
堤
防
の
維
持
補

修
の
申
し
入
れ
を
す
る
。

Ｑ　

下
水
道
受
益
者
負
担
金
の
増

額
と
一
括
納
付　

件
の
増
額
の

１３

内
容
は
。

Ａ　

当
初
予
算
と
実
績
に
お
け
る

一
括
納
付
と
分
割
納
付
の
件
数

の
差
に
よ
る
も
の
。

※　

Ｊ
・
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

　
　
（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
）
と
は

 　

通
信
衛
星
と
市
町
村
の
同
報
系

防
災
行
政
無
線
を
利
用
し
、
緊

急
情
報
を
住
民
へ
瞬
時
に
伝
達

す
る
シ
ス
テ
ム
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

主
な
審
査
の
内
容

総
務
建
設
産
業
委
員
会

総
務
建
設
産
業
委
員
会

地域に定着しつつある農地・水環境保全対策事業

ヌートリアによる河川堤防の穴

付託案件
☆
一
般
会
計
補
正
予
算

☆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

☆
温
泉
施
設
特
別
会
計
補
正

予
算
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Ｑ　

後
期
高
齢
者
医
療
の
延
滞
金

の
利
率
が
高
す
ぎ
な
い
か
。
ま

た
、
改
正
に
よ
る
影
響
は
あ
る

の
か
。

Ａ　

利
率
は
国
の
基
準
で
決
ま
っ

て
い
る
。
影
響
に
つ
い
て
は
、

本
税
に
は
影
響
な
い
が
、
各
自

治
体
が
連
合
会
に
納
め
る
延
滞

金
の
差
は
出
て
く
る
。

Ｑ　

障
が
い
児
保
育
対
策
費
補
助

金
に
つ
い
て
、
増
額
と
な
っ
た

理
由
は
。

Ａ　

保
育
対
象
者
が
１
名
減
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
県
の

補
助
を
伴
う
運
営
費
が
減
額
さ

れ
る
の
で
、
そ
の
分
を
町
で
補

助
す
る
た
め
増
額
と
な
っ
た
。

Ｑ　

温
知
小
学
校
太
陽

光
発
電
工
事
請
負
費

２
３
、
４
１
５
万
円

は
高
す
ぎ
る
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
そ
の

効
果
は
。

Ａ　

他
の
自
治
体
の
施

工
状
況
も
踏
ま
え
概

算
の
予
算
で
計
上
し

て
い
る
。
施
工
に
際

し
て
は
十
分
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。
ま

た
効
果
と
し
て
は
、

試
算
で
は
年
間
消
費

電
力
の　
・
６
％
が
ま

１１

か
な
え
る
。

Ｑ　

総
合
体
育
館
の
駐

車
場
街
路
灯
設
置
工

事
と
屋
根
遮
熱
塗
装

工
事
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
は
。

Ａ　

街
路
灯
設
置
工
事
に
つ
い
て

は
、
６
基
は
太
陽
光
発
電
、
１

基
は
風
力
と
太
陽
光
発
電
の
併

用
で
施
工
。
ま
た
今
後
の
公
共

施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
等
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
国
は
補
助
対

象
事
業
と
し
て
採
択
し
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
は
試
算
す
る
と
割

高
と
な
り
、
採
算
が
と
れ
な
い

状
況
と
考
え
る
為
、
検
討
課
題

と
し
た
い
。
ま
た
塗
装
工
事
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
工
法
、
入

札
差
金
等
で
対
応
も
含
め
て
総

合
的
に
進
め
て
行
け
る
よ
う
検

討
し
た
い
。

Ｑ　

各
学
校
に
お
け
る
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
状
況
と
対
応

に
つ
い
て
。

Ａ　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

対
応
と
同
様
で
ク
ラ
ス
の
１
割

の
生
徒
が
休
ん
だ
場
合
は
学
級

閉
鎖
と
し
て
い
る
。
現
在
は
八

幡
小
学
校
で
１
ク
ラ
ス
で
６
人

が
発
症
し
た
の
で
学
級
閉
鎖
を

し
て
い
る
。

主
な
審
査
の
内
容

民
生
文
教
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

遮熱塗装で館内温５℃位低下（総合体育館）

温知小学校へ導入予定の
太陽光発電システム概要

付託案件
◎
池
田
町
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
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皆様のご協力によりイルミネーション点灯（北池野駅）

合計８：０１７：４１７：２１６：５８６：３８６：１８

南　
　
　
　

口

４９８１１１０７６７徒 歩
乗　
　

車

７４３１９２１１９８４自 転 車
２２車
１２１１１２８４１２６７８車で送り
５１１３徒 歩降

車 ３１１１自 転 車

みんなの笑顔 ずっと一緒に養老鉄道

　長年、地域経済の発展に貢献し通勤通学の足として利用されてきた近鉄養老線は、年々右肩下
がりの厳しい経営状況となりました。そこで平成１６年春から地元自治体（３市４町）と近畿日本
鉄道（株）は養老線の存続のための協議を重ね、平成１９年１０月より新会社養老鉄道として各市町
が支援することによりスタートし、早くも３年目を迎え本年１０月が再契約の年となりました。再
契約には地元自治体の合意が必要となりますが、各自治体にとって負担金は大きな額ではありま
すので、少しでも負担額が減少し、スムーズに再契約が出来ますよう、今後も住民の方々の支援を
お願いすると共に鉄道の存続の重要性をより意識し、維持発展に向け地域全体が協力し続けるこ
とが必要ではないでしょうか。

鋸 鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

池野駅の利用状況

　昨年３月に池野駅に北口が開設されて１０ヶ月が経過しましたので、通勤通学時の利用状況を再
度調査しました。その結果は下記の通りですが、南口・北口の利用状況は、昨年と比べ各数値と
もほぼ同数となりましたが、「車で送り」が極端に多くなったのは、当日は雪が降っていたため
「自転車」利用の方が移行したものと考えます。

合計８：０１７：４１７：２１６：５８６：３８６：１８

北　
　
　
　

口

１４３３２４１１徒 歩
乗　
　

車

３３自 転 車
６２１１１１車
１４１３２４３１車で送り
１６１３３徒 歩降

車 自 転 車

　池野駅北口の整備状況
開設に伴い外灯が昨年７月に完成し
自転車置き場及び完成駐車場へのア
クセス道路（舗装はＨ２３年度）は今
年度中に完成しますので、より多く
の方に利用していただけることを期
待します。

駐車場、駐輪場の状況
８：１０南口
９８東駐輪場
３東駐車場
１１西駐輪場

８：１０北口
６駐輪場
１０駐車場

沿線市町負担割合
支援額（万円）市町名

６,１１８大垣市
５,２６１桑名市
５,１３１海津市
３,９７０養老町
３,４９７神戸町
２,６２５揖斐川町
３,３９８池田町
３０,０００合　　計

（平成２２年１月１３日調査）
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編

集

後

記

議会活動日誌
３１日（土） 池田町文化祭

10月

　

平
成　

年
の
新
年
を
迎
え
て
早
く
も
一
ヶ

２２

月
が
過
ぎ
た
。
今
年
の
え
と
は
寅
年
で
あ
る
。

寅
は 

（
い
ん
：
動
く
の
意
味
）
で
春
が
来

て
草
木
が
生
ず
る
状
態
を
表
す
と
解
釈
さ
れ

て
い
る
。

　

昨
年
は
政
権
交
代
が
有
り
、
未
だ
に
景
気

の
低
迷
が
続
き
新
卒
の
子
供
達
が
就
職
難
に

悩
ま
さ
れ
る
現
状
が
い
つ
ま
で
続
く
の
だ
ろ

う
か
。
寅
年
の
今
年
こ
そ
早
く
春
が
来
て
草

木
が
繁
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

池
田
町
は　

年
か
ら　

年
間
の
第
５
次
総

２２

１０

合
計
画
が
３
月
ま
で
に
完
成
す
る
。

　

今
回
は
委
託
で
は
な
く
、
職
員
と
町
民
代

表
と
が
力
を
合
わ
せ
て
作
成
さ
れ
た
。
池
田

町
が
活
気
あ
る
、
夢
あ
る
町
に
な
る
よ
う
町

民
も
行
政
も
一
緒
に
な
っ
て
実
施
に
向
け
て

頑
張
ら
ね
ば
・
・
・
。

　

我
々
編
集
委
員
も
議
会
の
動
き
を
よ
り
正

し
く
伝
え
る
よ
う
、
あ
れ
こ
れ
模
索
し
つ
つ

与
え
ら
れ
た
一
年
の
任
期
第
４
回
定
例
会
の

編
集
が
終
わ
り
ま
し
た
。
次
回
か
ら
新
し
い

委
員
に
よ
る
議
会
だ
よ
り
を
ご
期
待
下
さ
い
。

編
集
委
員
長　

松
岡
雅
子

１３日（金） ふるさと祭第３回実行委員会
 西美濃さくら苑組合議会
１５日（日） 健康福祉フェアいけだ
１６日（月） 岐阜県浄化槽連合会・講演会
２０日（金） 月例議員懇談会
　　　（金） 池田町・神戸町議会議員合同研修会
２４日（火） 東海環状自動車道西回り沿線地域づくり勉強会
２６日（木） 揖斐広域連合議会
２７日（金） 第３回池田町議会臨時会
 全員協議会
２８日（土） 第１２回池田町社会福祉大会
３０日（月） 議会運営委員会

１１月

１０日（日） 消防出初め式
 成人式
１２日（火） 広報編集委員会
１３日（水） 広報編集委員会
１４日（木） 広報編集委員会
１９日（火） 広報編集委員会
２１日（木） 月例議員懇談会
 全員協議会
　　　　 広報編集委員会

１月

健康福祉フェア

計画審議会

２日（水） 国民健康保険運営協議会
４日（金） 第４回池田町議会定例会（第１日）
 広報編集委員会
８日（火） 民生文教委員会
９日（水） 総務建設産業委員会
１１日（金） 第４回池田町議会定例会（第２日）
 土地開発公社理事会
２５日（金） 池田町計画審議会

１２月

出初め式


